
⑥ 統括 

 

CLT工法を使用した賃貸共同住宅を弊社施工の WRCと比較を行い今後展開できていくか

の検証が行えた。 

本建物は小規模な建物であったため WRCも若干割高になってしまっていることは否めな

い。それでも CLT工法の本建物の方がコスト面では高くなるという結果となったのは、ま

だまだ CLTパネルのコストの問題が大きいと考えられる。 

 

 

本事業で明らかになったメリットは下記のように挙げられる。 

1. 建物荷重は一般階で WRC造の約 40％、設計地耐力は WRC造の 40％ 

2. 工期の短縮(CLT上棟 6日間、全体工期 2.5か月 WRC躯体 1か月 全体工期 4.5か月) 

これらのメリットを活かせる条件としては、規模が大きくなり多階数化し、WRCでは杭工

事が発生するが、CLTでは計画段階において材積を減らすように工夫を施し、荷重の減少

による構造計画をし、直接基礎となった場合と考えられ、パネル納期を考慮しても短い工

期で完成できることは大きな魅力になると考えられる。 

 

上記の条件を活かせるようになるための改善点は下記のように挙げられる。 

1．静岡県内・浜松地域での供給網(サプライチェーン)の整備 

2．躯体・仕上げに干渉しない金物の開発及び金物使用量・サイズの縮減 

3． CLT材料の更なるコストダウン 

 

 

本事業においては、事業性を確認し CLT材を民間需要に普及促進していくことを主眼に

置いて検討を重ねていった。現状では普及を促進するためには、CLT材積を如何に削減し

て、事業性を確保するためにコストダウンの工夫が必要と考えられる。そのため多くの

CLTを使用することはなかなか難しかったが、CLT現しを用いることで CLTが本来持つ魅

力を肌で感じることができることを表現できた。 

今後よりよい金物が開発され、CLT材の需要が増していき CLTの実証建築が増えていく

ことで、CLTの採用が増えていくことが期待される。 
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１．建築物の仕様一覧

事務所
香川県高松市
木造(CLT工法)
2
7.85
6.85
872.67
447.16
755.12

１階 334.78
２階 420.34
３階 －

壁、床、屋根
加工前製品量210㎥、加工後建築物使用量188㎥

寸法 90mm厚
ラミナ構成 3層3プライ
強度区分 Mx60A相当
樹種 スギ
寸法 210mm厚
ラミナ構成 5層7プライ
強度区分 Mx90A相当
樹種 スギ、桧（ハイブリット）
寸法 150mm厚
ラミナ構成 5層5プライ
強度区分 Mx90A相当
樹種 スギ、桧（ハイブリット）

柱：欧州赤松集成材　梁：欧州赤松集成材

44㎥

屋根 ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板折板葺き(t=0.6)
外壁 ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板(t=0.4)

開口部 アルミサッシ

界壁
間仕切り壁 片面CLT現し、PB12.5の上クロス

床 長尺シート+タイルカーペット

天井 CLT、PB12.5の上クロス
ルート1
ビス接合＋ｘマーク金物
4m
構造そのものには問題ないが、CLTを表しで使用する場合金物をどのよ
うに処理していくかを早期から検討を行わないといけない。仕上げと
して使用する場合には金物を製作し接合箇所に適した金物を使用して
いくことが課題である。

法22条地域

無
外壁防火構造（告示1359号）

特に無し

該当：届け出対象

特に無し

屋根（又は天井） 高性能グラスウール　・　140mm

外壁 高性能グラスウール　・　50mm

床 無し

2階の音がスラブを通して透過するので2階床をすべて置床とした
アンカーセットの精度が重要な為時間と施工手間が掛かる為余裕をもって工程を組んだ

特に無し
特に無し
H29.7月〜10月(4ヶ月)
H29.11月〜5月(7ヶ月)

ＣＬＴ躯体施工期間 H30.1月初旬〜H30.1月下旬(3週間)
平成30年5月31日
株式会社ｼﾝｺ—ﾙ代表取締役社長　岡田聖二
島田治男建築設計事務所
株式会社ティ・ティ・アール設計
株式会社　菅組
銘建工業株式会社
有限会社かがわ木材加工センター

事業名  （仮称）CLTを用いた中規模事務所への提案- シンコール社屋新築工事
実施者（担当者） 株式会社シンコール（島田治男建築設計事務所）

建
築
物
の
概
要

用途
建設地
構造・工法
階数
高さ（ｍ）
軒高（ｍ）
敷地面積（㎡）
建築面積（㎡）
延べ面積（㎡）

階別面積

屋根パネル

木
材

主な使用部位（CLT以外の構造材）

木材使用量（㎥）※構造材、羽柄材、下地材、
仕上材等とし、CLT以外とする

仕
上

主な外部仕上

主な内部仕上

Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
仕
様

ＣＬＴ採用部位
ＣＬＴ使用量（㎥）

壁パネル

床パネル

防
耐
火

防火上の地域区分

耐火建築物等の要件
本建築物の防耐火仕様

問題点・課題とその解決策

構
造

構造計算ルート
接合方法
最大スパン

問題点・課題とその解決策

温
熱

建築物省エネ法の該当有無

温熱環境確保に関する課題と解決策

主な断熱仕様
（断熱材の種
類・厚さ）

施
工

遮音性確保に関する課題と解決策
建て方における課題と解決策
給排水・電気配線設置上の工夫
劣化対策

工
程

設計期間
施工期間

竣工（予定）年月日

体
制

発注者
設計者（複数の場合はそれぞれ役割を記載）
構造設計者
施工者
ＣＬＴ供給者
ラミナ供給者
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２．５　（株）シンコール（島田治男建築設計事務所）



実証事業名：（仮称）CLT を用いた中規模事務所への提案- シンコール社屋新築工事

実施者／協議会運営者または担当者：株式会社シンコール／島田治男建築設計事務所 

 
１．実証した建築物の概要

用途 事務所 

建設地 香川県高松市 

構造・工法 木造(CLT工法) 

階数 2 

高さ（ｍ） 7.85 軒高（ｍ） 6.85 

敷地面積（㎡） 872.67 建築面積（㎡） 447.16 

階別面積 

（㎡） 

１階 334.78 

延べ面積（㎡） 755.12 ２階 420.34 

３階 － 

CLT採用部位 壁、床、屋根 

CLT使用量（m3） 加工前製品量 210㎥、加工後建築物使用量 188㎥ 

CLTを除く木材使用量（m3） 44 

CLTの仕様 

（部位） (寸法/ラミナ構成/強度区分/樹種) 

壁 90mm厚/3層 3プライ/Mx60A相当/杉 

床 210mm/5層 7プライ/Mx90A相当/桧杉(ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄ) 

屋根 150mm/5層 5プライ/Mx90A相当/桧杉(ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄ) 

設計期間 H29.7月〜10月(4ヶ月) 

施工期間 H29.11月〜H30.5月(7ヶ月・予定) 

CLT躯体施工期間 H30.1月初旬〜H30.1月下旬(3週間) 

竣工（予定）年月日 H30.5月末 

 
２．実証事業の目的と設定した課題

・CLT パネル工法におけるコストおよび工程を他工法と比較検討 

・ラミナの安定供給を目指すために、協議会により香川県での採材に付いての状況を確認する 

・CLT 建築を広く普及する為に県産材のラミナ供給が無い為、前回の協議会に引き続き供給体制

の構築と検討を行う 

・中規模程度の CLT を用いた建築物を建築する際の、協議会の形成や運営についてまとめる 
３．実証事業の実施体制（または協議会構成員）

(施主)株式会社ｼﾝｺ—ﾙ：岡田聖二  

（設計）島田設計：島田治男 

（構造設計）TTR 設計：多田羅健二 

（施工）株式会社菅組：今川洋  
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実証事業名：（仮称）CLT を用いた中規模事務所への提案- シンコール社屋新築工事

実施者／協議会運営者または担当者：株式会社シンコール／島田治男建築設計事務所 

 
１．実証した建築物の概要

用途 事務所 

建設地 香川県高松市 

構造・工法 木造(CLT工法) 

階数 2 

高さ（ｍ） 7.85 軒高（ｍ） 6.85 

敷地面積（㎡） 872.67 建築面積（㎡） 447.16 

階別面積 

（㎡） 

１階 334.78 

延べ面積（㎡） 755.12 ２階 420.34 

３階 － 

CLT採用部位 壁、床、屋根 

CLT使用量（m3） 加工前製品量 210㎥、加工後建築物使用量 188㎥ 

CLTを除く木材使用量（m3） 44 

CLTの仕様 

（部位） (寸法/ラミナ構成/強度区分/樹種) 

壁 90mm厚/3層 3プライ/Mx60A相当/杉 

床 210mm/5層 7プライ/Mx90A相当/桧杉(ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄ) 

屋根 150mm/5層 5プライ/Mx90A相当/桧杉(ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄ) 

設計期間 H29.7月〜10月(4ヶ月) 

施工期間 H29.11月〜H30.5月(7ヶ月・予定) 

CLT躯体施工期間 H30.1月初旬〜H30.1月下旬(3週間) 

竣工（予定）年月日 H30.5月末 

 
２．実証事業の目的と設定した課題

・CLT パネル工法におけるコストおよび工程を他工法と比較検討 

・ラミナの安定供給を目指すために、協議会により香川県での採材に付いての状況を確認する 

・CLT 建築を広く普及する為に県産材のラミナ供給が無い為、前回の協議会に引き続き供給体制

の構築と検討を行う 

・中規模程度の CLT を用いた建築物を建築する際の、協議会の形成や運営についてまとめる 
３．実証事業の実施体制（または協議会構成員）

(施主)株式会社ｼﾝｺ—ﾙ：岡田聖二  

（設計）島田設計：島田治男 

（構造設計）TTR 設計：多田羅健二 

（施工）株式会社菅組：今川洋  
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（原木供給）有限会社かがわ木材加工センター：赤松孝明 

（材料）銘建工業(株)：三嶋幸三        

（行政）香川県みどり整備課:井上嘉久、富家有希 

４．課題解決の方法と実施工程

ラミナの安定供給を行う為に計画の早期から協議会を開催しどの様に山から木材を集めてくるかな

どを協議、検討を行った。 

＜設計＞ 

平成 29 年 7 月～9 月：実施設計 

8 月～9 月：構造設計 

9 月～10 月：建築確認申請 

＜施工＞ 

平成 29 年 11 月：工事契約 

11 月：着工、地盤改良、基礎工事 

12 月：基礎工事 

平成 30 年 1 月～2 月：木工事、外装工事 

3 月：外構工事 

＜協議会の開催＞ 

平成 29 年 7 月：第 1 回開催、課題の洗い出しと各地の集材状況確認、設計法の整理、→協議会

を 7 月 12 日開催 

8 月：第 2 回開催、設計側、材料側から出て来た内容を反映させる。 

→協議会を 17.08.28 開催 

9 月：第 3 回開催施工計画・パネル割り等、着工に向けての確認 

→協議会を 17.09.25 開催 

10 月：第 4 回開催、着工前最終協議 

→協議会を 17.10.23 開催 

1 月：香川県環境森林部みどり整備課主催（行政各建築担当者向けの研修会） 

CLT 普及の為の公共建築物における県産木材利用説明会及見学会 

→説明会、見学会を 18.01.19 開催 

2 月：協議会主催 構造見学会 

→見学会を 18.02.10 開催 

2 月：第 5 回開催進捗確認と要領書作成準備、実証事業の取りまとめ検討 

→協議会を 18.02.13 開催 

５．得られた実証データ等の詳細

(1)香川県内の森林資源の状況のデータ化等 
(2) 1. 香川県環境森林部みどり整備課主催 説明会、見学会 2. 協議会主催 構造見学会 
(3) ラミナの安定供給を行う為に協議会を開催する為のフローチャート 
６．本実証により得られた成果

ラミナの安定供給を行う為早期から協議会を開催することにより、県内の森林状況の把握、製材ま

での期間、そして CLT 製造に掛かる期間、現場での建て方期間をより明確に把握することにより、 

他の案件においても今回行った協議会を設けることによりスムーズに計画、建築が進んでいくと思

われる。 
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７．建築物の平面図・立面図・写真等

 
1 階平面図 

 

2 階平面図 
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７．建築物の平面図・立面図・写真等

 
1 階平面図 

 

2 階平面図 
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立面図 

 

 
完成イメージパース 

 
協議会運営フローチャート 
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豊富

樹齢 柱1本分105角~120角

蓄積

(面積　 ha) (蓄積　 ㎡)

齢級→

面積

ヒノキの林齢構成のピーク
住宅材に使用可能
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年度

県
産
木
材
搬
出
量
(㎥

)

H19

517

H20

530

H22

714

H21

547

H23

800

H24

407

H27

315

H28

285

H26

356

H25

338

香川県内の間伐面積の推移（単位：ha）
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5.
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精度を出すのが大変で
コストにも直結する。

６
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精度を出すのが大変で
コストにも直結する。

６
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精度を出すのが大変で
コストにも直結する。

意匠的に金物を見せたく
ないので床下に埋め込んだ

6
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サイズが大きいので
塗装色で存在を和らげた

サイズが大きいので
塗装色で存在を和らげた

6
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サイズが大きいので
塗装色で存在を和らげた

サイズが大きいので
塗装色で存在を和らげた

6
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�� アンカーセット状況
※通り・寄りに注意。 アンカーの精度が、CLT精度に直結する。

��� CLT金物据付状況
※地墨に合わせ設置。 基礎と絶縁を行う。

��� 1階壁CLT建方状況
※倒壊に注意。 片追いとなるので、 寄りを注意しながら 建込を行う。

��� 1階柱・梁建方状況
※足元の寄り 及び建てり注意。 CLT面材により、 後調整が難しい。

��� 2階床CLT建方状況
※表し部分の 汚れ・傷注意。

��� 2階壁CLT建方状況
※倒壊に注意。 片追いとなるので、 寄りを注意しながら 建込を行う。
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�� アンカーセット状況
※通り・寄りに注意。 アンカーの精度が、CLT精度に直結する。

��� CLT金物据付状況
※地墨に合わせ設置。 基礎と絶縁を行う。

��� 1階壁CLT建方状況
※倒壊に注意。 片追いとなるので、 寄りを注意しながら 建込を行う。

��� 1階柱・梁建方状況
※足元の寄り 及び建てり注意。 CLT面材により、 後調整が難しい。

��� 2階床CLT建方状況
※表し部分の 汚れ・傷注意。

��� 2階壁CLT建方状況
※倒壊に注意。 片追いとなるので、 寄りを注意しながら 建込を行う。
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��� 2階柱・梁建方状況
※足元の寄り 及び建てり注意。CLT面材により、後調整が難しい。

�� R階床CLT建方状況
※表し部分の 汚れ・傷注意。

��� R階床CLT 接合金物施工状況
※図面通りに 金物が配置出来ているか注意する。ビスの打ち忘れに 注意。

���� ポーチ屋根CLT 施工状況
※表し部分の 汚れ・傷注意。

���� 内部CLT 施工中状況
���� 屋上CLT完了 母屋段取り状況
※施工忘れ無いか 再度確認を行う。

����������

- 121 -



���� CLT施工中全景 ���� スラブ固定金物
※図面通りに金物が配置出来ているか注意する。ビスの打ち忘れに 注意。

���� 張弦梁施工状況
※スラブのたわみが 無いか確認する。 ���� CLT施工完了全景

���� 内部LGS下地 施工状況
※適切な間隔に下地が配置されているか注意。

���� 外部サッシ 施工状況
※適切な間隔で支持しているか。対角はとれているか注意。
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